
議
員　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
独
自
試
算
を

行
っ
た
結
果
、
県
内
の
農
畜
産
物
は

６
４
９
億
円
減
、
林
産
物
10
億
円
減
、
水

産
物
61
億
円
減
と
い
う
影
響
が
出
る
結
果

に
な
っ
た
。
憂
慮
す
る
声
が
多
い
が
、
村

は
本
村
農
業
へ
の
影
響
を
ど
う
見
て
い
る

か
。

建
設
農
政
部
長　

こ
れ
ら
の
数
値
を
も
と

に
本
村
農
業
へ
の
影
響
を
推
し
量
る
に

は
、
詳
細
な
算
定
方
法
等
が
示
さ
れ
て
い

な
い
の
で
困
難
。
国
は
年
内
に
具
体
的
な

影
響
額
を
計
算
す
る
と
し
て
お
り
、
そ
の

試
算
結
果
を
踏
ま
え
た
上
で
影
響
を
検
討

し
た
い
。

議
員　

村
は
国
の
動
き
を
見
る
だ
け
の
受

け
身
で
は
な
く
、
村
民
に
不
利
益
が
出
な

い
か
見
極
め
る
目
を
持
っ
て
ほ
し
い
。「
大

筋
合
意
」
の
状
況
を
よ
く
把
握
し
情
報
を

提
供
す
べ
き
。
農
家
の
方
々
の
受
け
と
め

は
把
握
さ
れ
た
か
。

建
設
農
政
部
長　

11
集
落
で
の
農
業
座
談

会
で
は
、
不
安
を
感
じ
な
が
ら
も
具
体
的

な
意
見
や
要
望
は
出
て
い
な
い
。

議
員　

農
業
は
地
域
づ
く
り
に
も
欠
か
せ

な
い
。
農
政
を
ど
う
展
開
す
る
か
。

建
設
農
政
部
長　

あ
ら
た
め
て
、
声
を
良

く
聞
き
農
家
の
方
々
の
視
点
に
立
っ
た
農

政
を
進
め
た
い
。

日
本
共
産
党　

大
名
美
恵
子　

議
員

問　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
「
大
筋
合
意
」
の
村
内
農
産
物

へ
の
影
響
は

答　

国
の
試
算
結
果
を
ふ
ま
え
た
上
で
検
討

し
た
い

頭を垂れる稲穂

東海駅で お出迎え

議
員　

村
は
、
今
年
度
か
ら
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
昼
食
と
利
用
料
の
助
成
制
度
を
廃

止
。
加
え
て
８
月
か
ら
は
、
一
部
の
方
の

利
用
料
２
割
負
担
も
始
ま
り
、
負
担
の
大

き
さ
に
苦
慮
す
る
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
村
独
自
助
成
を
打
ち
切
っ
た
対
象
者

と
削
減
額
は
い
く
ら
か
。

福
祉
部
長　

昼
食
は
６
５
５
人
で
年
額
約

１
，
２
８
０
万
円
、
利
用
料
は
９
５
６
人

で
年
間
約
５
，
８
７
０
万
円
の
削
減
。
在

宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
み
の
助
成
で
あ

り
、
ほ
か
と
の
公
平
性
を
欠
く
。

議
員　

削
減
さ
れ
た
の
は
約
7
０
０
０
万

円
。
一
方
、
昨
年
度
決
算
で
村
の
財
政
力

は
県
内
１
位
。
基
金
は
１
３
８
億
円
を
超

え
、
一
人
当
た
り
の
比
較
は
水
戸
市
の
約

７
倍
。
村
の
基
金
の
一
部
を
充
て
れ
ば
、

こ
れ
ま
で
の
助
成
制
度
の
復
活
は
可
能
で

は
な
い
か
。
困
っ
て
い
る
人
を
支
え
る
の

が
村
の
役
目
。

村
長　

基
金
は
、
不
測
の
事
態
や
臨
時
的

に
対
応
す
る
。
扶
助
費
的
サ
ー
ビ
ス
は
、

経
常
経
費
で
あ
り
、
当
該
年
度
の
税
収
で

賄
う
。基
金
は
使
い
続
け
る
と
減
る
一
方
。

将
来
の
財
政
事
情
も
考
え
、
予
防
給
付
に

お
金
を
使
い
た
い
。
一
定
程
度
の
役
割
を

果
た
し
た
も
の
は
見
直
し
た
。

議
員　

毎
年
積
み
立
て
は
増
え
て
い
る
。

日
本
共
産
党　

川
﨑　

篤
子　

議
員

問　

村
基
金
の
一
部
を
充
て
、
助
成
制
度
の

復
活
は
可
能

答　

一
定
程
度
の
役
割
を
果
た
し
た
も
の
は

見
直
し
た

一
般
質
問
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